







The Adhesive Property of Thermosetting Resin and Synthetic Rubber 
Kousaku ASADA， Kenji MIZUNO， Shinji INAGAKI， Yoshio TACHI 
For the improvement of the adhesive strength of the synthetic adhesives the physical 
properties of the adhesives and adhesived materials (wood， metal， glass etc.) -i.e.， the 
roughness of the surface of adhesived materials， the thickness and the int巴rnalstress of the 
adhesive's layerー， and the chemical properties of adhesives -i.e.， the primary and secondary 
chemical combination between adhesived materials and adhesives-must be studied. 
For this reason， recent years the studies about the ues of synthetic chemistry have 
carried out and practised many ideas (e必 adhesivesbridging b巴tweenadhesived materials or 
binding between the adhesived materials by thermosetting reactions of some new resins). 
1n this report， we synthesized several phenol resins. Then we made up the adhesives of 
several different compositions with avobementioned phenol resins， marketing NBR (synthetic 
rubber)， coumaron resins， epoxy resins and measured those adhesive strength of adhesived 

































































































物に触媒のアンモニアを加え PH圃 8.0~9.0 に調節し， 90 














酸化亜鉛， ステアリン酸の配合比は NBR100 ~と対して
イオウ 1.5，酸化亜鉛5，ステアリン酸1.5である.これ
を逆流冷却器のついた三ソ口フラスコに1071入れ，メチ

































































































24.7 37.1 47.7 
21.2 24.6 48.6 
20.1 27.3 48.7 
15.3 25.3 48.6 
21.2 27.5 48.5 
18.4 29.4 47.8 

















150 5.4 7.1 
160 10.3 18.1 
170 12.4 18.8 
150 4.0 7.5 
160 7.1 21.1 
170 8.8 18圃1
150 3.9 6.5 
160 6.6 19.8 
170 6.3 20.5 
150 3.6 5.6 
160 5.5 19.5 
170 7.0 18.0 
150 2.5 6.8 
160 5.1 19.1 
170 7.7 13.1 
150 3.4 6.4 
160 5.3 17.9 




実験審号 被 着 斉1 熱圧温度(OC)
接着強度 kgjcm'
熱圧時間 5分 | 熱圧時間附 | 熱圧時筒30分 | 
13 木 4オ 120 33.6 41.4 80.0 
14 欽 材 130 26.0 27.6 26.8 
11 140 27.0 27.4 26.0 

































実験番号 接 着 斉日 熱圧温度COC)
熱圧時間20分 | 熱圧時間40分 | 熱圧時間60分
15 NP-1 150 11.7 16.6 22.3 
15' NP-1 170 20.4 22.5 44.0 
16 NP-2 150 19.0 32.5 85.5 
16' NP-2 170 59.0 57.8 81.2 
17 NP-3 150 48.5 52.5 87.0 
17' NP-3 170 40.5 49.7 99.4 
18 NP-4 150 34.8 45.5 85.8 
18' NP-4 170 47.3 39園3 69.6 
表 5.エポキシ接着剤による鉄材の着着
実験番号 |主剤(2量) I硬化剤(1量)I普通強度帥沼2)I冷熱処理強度帥が)I冷凍処理強度帥m2)
19 a 156.3 124.7 118.2 
20 b 203.0 143.6 160.2 
21 c 241.5 255.0 250.1 
22 d 197.3 194.4 188.0 
23 e 183.5 181.7 186.9 
24 E a 146.5 129.1 121.2 
25 E b 227.5 212.0 155.2 
26 E c 196.0 160.6 151.1 
27 E d 141.3 130.1 126.9 
























1 : 1の場合には167kg I cm2であった.
4. 結果の考察
アルコ{ノレ溶性フェノール接着剤は木の場合は接着が
良い.その理由は木の木目i乙接着剤が浸透しぬれを良く
するためであるとともに木の熱膨張係数とこの接着剤の
熱膨張係数があまり違わないため接着局内部に応力の残
留が少ないためであろうと考えられる.また接着剤が木
の中i乙浸透するため接着層が比較的均一になるためだと
も思われる.熱圧時間l乙比例して強度が増加しているこ
とは樹脂の硬イ七時間が必要であることを示している.
鉄の場合lζ接着力が小さいのは，鉄表面のぬれが少な
いため接着剤を被着材面に均一に引きにくいこと，およ
び鉄の熱膨張係数と接着剤の熱膨張係数の差が大きいた
め，層中l乙内部応力が集中して力を減退するためであろ
う.また熱圧プレスから取り出す時室温iこ急に下がるた
め，接着剤の溶剤が接着!脅から揮散せずに残ることも影
響すると思われる.また接着剤が収縮して接着層中に内
部応力を残し強さが減退することも理由となる.しかし
熱圧時間l乙比例して強度が上昇する点は木材と同様に認
められ，樹脂の硬化時聞が必要である ζ とを示してい
る.また強度の少ない理由として，接着剤自身が硬化し
た時この接着層自体がかたいため，接着屑中の部分的不
均一の影響が強く表われることも考えられる.ゆえにこ
の接着剤の硬化層が均一に出来る様な作り方を検討する
必要がある.
水溶性フェノーJレ接着剤は，木片l乙強く鉄片lこ弱いが
これもアルコール溶性フェノール接着剤と同様な理由の
ためと思われる.
NBR系フェノーJレ接着剤は，弾性体としてNBRを入
れたためにその粘弾性に依って膨張，収縮lと対する融通
熱硬化性樹脂および合成ゴムの接着性第1報フェノー樹脂，エポキシ樹脂および合成ゴム 121 
1性が出来，金属と同様の熱膨張係数にもなり得るため非
常に良い接着強度を示す固またこの接着剤は熱圧初期か
ら接着力が強力lとなるのは，自身の強度lζ依るものであ
ろう また.フェノール樹脂量の多いもの，熱圧温度の
高いもの程強さは向上する傾向が見受けられる.
エポキシ接着剤に充填剤を入れると， NBR系フェノ
ール接着剤と同様に非常に良い接着性が出てくる.充填
剤を入れない場合の強度に比べて1.5~1.8 倍の接着強度
が得られる.また熱冷や冷凍加熱の行程を加へでも接着
力はほとんどかわらないがむしろ低下するものがある
またエポキシ接着剤の硬化剤として強度の優れている順
位は主剤Iでは，チオコール>ポリアミド89%>ポリア
ミン89%>ポリアミド45%十ポリアミン44%.主剤Iで
は，ポリアミド89%>チオコール>ポリアミン>ポリア
ミド49%となる.
5.総括
結局金属を接着剤により接合する場合は，熱硬化性合
成樹脂接着剤に弾性体を加えたものが，化学的二次結合
力が大きい事が認められ，また耐熱，耐湿，電気的性質
もあるので金属の接着に適している.また接着力は物理
的には固体表面の処理， 国体と接着剤との親和性(ぬ
れ)，接着剤の凝集力， 被着体と接着剤の弾性， 膨張率
の差等の影響が大きい.したがって，木材の接着にはぬ
れの大きいアルコール溶性フェノール樹脂，または水溶
性フェノール樹脂が適しており，金属の接着lζは通常温
度の広い範閉に内部凝集力，粘弾性，界面親和力の大き
いNBR系フェノール接着剤， エポキシ接着剤が適して
いると思われる園
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